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一にあげられるのではないか、 と筆者は思う。例えば、 台湾を代表するお茶である白毫烏龍茶は一九世紀末にヨーロッパに輸出され、オリエンタル・ビューティーという名前で紅茶と混ぜて飲まれたという。現在でもこのお茶は台湾でしか生産することが きず、今ではこの烏龍茶は東方美人茶とも呼ばれ、多くの人に愛飲されている。また、日本が台湾を植民地として統治して た時代に日本にも台湾で生産された烏龍茶を飲ん いたよ だ。そのため、 多くのポスターが残っ いる （写真②および③）　
台湾のお茶は台湾全土で生産されている。台北市内で
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茶業博物館では総合展示館だけではなく、お茶の販売





こともできる。ただし、室内萎凋 大きな竹かごに茶を発酵させ ために放置する工程（写真⑧左側）は今でも機械化は ず、人 手を会 行われている。また、釜炒りの工程 は機械を使用することもできるが伝統的な方法では自らの手で釜炒り 行 、匂いや発酵
度合いを見ながら判断する（写真⑧右側） 。このような伝統的工法の茶加工は近年ではあまり見られない。 当然、機械も展示されている（写真⑨） 。このような対比で拝観できるので、見ていて飽きない。　
出来上がったお茶は農家で直接購入することもできる










者が良く行くのは、陳煥堂先生という台湾では二人しかいない最高位の茶鑑定士のライセンスを持っている方が経営している店である。 陳先生は茶鑑定士だけではなく、茶農家でもあり、出身地 南投縣で 一〇大農家にも選出されたと うまさにお茶 申し子と呼ぶべき方である（写真⑫） 。この時は初めて来た日本人客に対して、台湾茶の基本的なお茶の説明と試飲をされていた。すでに二冊の本を出版され（写真⑬） 、そのうち 右側二〇〇一年六月の出版からわずか二年で一一刷まで増刷され、台湾 に関する本では最も読まれてい 本と われている。訪問するたびに、珍しいお茶を ませてもらい、台湾茶の奥深さ いつも教えてくださ 方
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